五感で愉しむ伊福部昭ピアノレクチャーコンサート by 甲田 潤




































2014 年 12 月 11 日 ㈭ 17:15-　東京音楽大学付属図書館 1 階ロビー
五感で愉しむ伊福部昭ピアノレクチャーコンサート
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1 1954 年に作曲された伊福部昭の代表曲。1955 年 1月26日、指揮者ファビエン・セヴィツキーとの文通がきっ
かけとなり、インディアナポリスにおいてインディアナポリス交響楽団によって世界初演された。展示された
楽譜はその初演に使われたもの。日本初演は 1956 年 3 月16 日、上田仁と東京交響楽団による。その後
1979 年 12 月に改訂版が完成し、1980 年 4 月 6 日、芥川也寸志と新交響楽団によって改訂版が初演された。
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２ 1832 年ハンブルグで創業したピアノ製作会社。1952 年頃までは現存していた。
３ 木部与巴仁『合本伊福部昭音楽家の誕生 ; タプカーラの彼方へ』（朝霞 : 本の風景社 , 2004 年), 221 頁。




































６ George Copeland 1882-1971。スペイン生まれのピアニスト。







































出典：伊福部昭『ピアノ組曲 = Piano suite』（全音楽譜出版社 , c1969 年 ), 10 頁。
続いて 2 曲目の『七夕』ですが、この曲の出だしも連続 5 度の連続になっています。
８  教会旋法の一つ。構成音は「mi-fa-sol-la-si-do-re-mi」。第 2 音の「fa」が下行導音になっているのが特徴。
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【譜例 2-4】






出典：伊福部昭『ピアノ組曲 = Piano suite』（全音楽譜出版社 , c1969 年 ), 15 頁。

























出典：伊福部昭『ピアノ組曲 = Piano suite』（全音楽譜出版社 , c1969 年 ), 23 頁。
例えば、音量の設計を見ていくと、出だしはメゾ・ピアノのから始まって、大きさの行き先は指定
されてないのですが、多分 2 小節目でメゾ・フォルテになり、また元に戻る。そして、3 小節目は 1
段上がってメゾ・フォルテから始まって、多分 4 小節目でフォルテになりまたメゾ・フォルテに戻る。
次に 5 小節目でまたメゾ・フォルテから始まって、フォルテになり、メゾ・フォルテに戻り、7 小節
目はフォルテから始まってフォルティッシモになり、フォルテに戻るという設計になっています。こ
れは計算された設計だと思います。
次に、和声的な面を見てみると、出だしが c-moll の IV から始まるのですが、この和音が第一
転回形になっています。第一転回形は基本形のどっしりとした安定感に比べて、少し軟らかい響き
を持っていますが、この部分の音は非常に密になっていて、厚い響きがします。





出典：伊福部昭『ピアノ組曲 = Piano suite』（全音楽譜出版社 , c1969 年 ), 23-24 頁 , 。
11 小節目で、また出だしと同じ厚い響きの第一転回形になり、13 小節目で第二転回形の響きに
なります。15 小節目からだんだんと調性を確立していって、17 小節目でやっと、c-moll の基本形
になり、安定してどっしりとした響きに至ります。
出だしの部分を調性の I の和音の基本形で始めず引っ張っていくというのはよくある手段なので











































出典：Wolfgang Amadeus Mozart. Sinfonien, Bd. 9. Vorgelegt von H. C. Robbins Landon (Kassel : 












出典：伊福部昭『ゴジラ』, 和田薫編纂（東宝ミュージック, 2014 年）
出だしは IVの和音から I の和音に解決するアーメン終止になっています。歌の出だしも、「やす
らぎよ」という歌詞にそって、祈りを表現するようにアーメン終止の和音が選ばれています。
全体的にアーメン終止の IV から I の和音に下がるという進行が使われているのは、多分、祈る
という行為が頭を垂れるという所作と対応しているのではないでしょうか？












































































伊福部昭．『ピアノ組曲 = Piano suite』．全音楽譜出版社 , c1969 年．
伊福部昭．『日本組曲 : 管弦楽のための = Japanese suite : for orchestra』．
全音楽譜出版社 , 1997 年 .
伊福部昭．『ゴジラ』．和田薫編纂．東宝ミュージック, 2014 年（未出版）．
Mozart, Wolfgang Amadeus. Sinfonien, Bd. 9. Vorgelegt von H. C. Robbins Landon. 
Kassel : Bärenreiter , c1957.
・ LP
伊福部昭．ピアノ組曲．米田栄子（ピアノ）．『現代日本の音楽』1『ピアノ曲 1』．
東京音楽大学 TCM-001, [1979?] 年（非売品）．
・ 書籍
Pierce, Bob, and Ashley, Larry E. Pierce piano atlas, 10th ed. (Long Beach, 
California : Bob Pierce, 1997)
木部与巴仁．『合本伊福部昭音楽家の誕生；タプカーラの彼方へ』．朝霞：本の風景社, 2004 年．
木部与巴仁．『伊福部昭の音楽史』．春秋社 , 2014 年．
小林淳．『伊福部昭音楽と映像の交響』．上・下．ワイズ出版 , 2004-05 年．
小林淳編．『伊福部昭綴る―伊福部昭論文・随筆集』．ワイズ出版 , 2013 年．
相良侑亮編．『伊福部昭の宇宙』．音楽之友社 , 1992 年．
・ インターネット
「伊福部昭」．ウィキペディア日本語版．2015 年 3 月 9 日アクセス．
　http://ja.wikipedia.org/wiki/ 伊福部昭
「新内節」．ウィキペディア日本語版．2015 年 3 月 9 日アクセス．
　http://ja.wikipedia.org/wiki/ 新内節






















伊福部家 ( 伊福部玲様・安部姜子様・伊福部極様 ) の皆様、豊島ケーブルネットワーク株式会社様、その他個人
所有の資料をお貸しくださった皆様に、心より感謝いたします。
本展示が伊福部先生の多彩な魅力を感じ取るきっかけになれば幸いです。
2014 年 10 月　東京音楽大学付属図書館
ピアノ





「このピアノは普通の人が聞くと “ ファ ” の音









へ 』木部与巴仁著 ( 本の風景社 ) M2.8/If8-3
所蔵：伊福部極氏
『シンフォニア・タプカーラ』 (1954 年 ) の初演に使われた演奏譜
『シンフォニア・タプカーラ』は、友人で音楽評論家の三浦淳史氏に献呈され、1954 年に初稿が完成し、その後
1979 年に改訂された。






















































































































































































































































































































































































『ピアノと管弦楽のための協奏風交響曲』 (1941 年 )
パート譜から甲田潤氏が復元した総譜
1942 年に東京で初演された後、総譜もパート譜も東京交響楽団 ( 現
東京フィルハーモニー交響楽団 ) の練習所にあって、1945 年に空









復元された作品は、1997 年 8 月に府中の森芸術劇場どりーむホー
ルで、舘野泉ピアノ、大友直人指揮の日本フィルハーモニー交響楽
団によって録音された。






『日本組曲 —絃楽オーケストラのための— 』 (1998 年 )
東京音楽大学で伊福部先生の指示により作成された五線紙に書かれている
1934 年に、　スペイン在住のアメリカ人ピアニストで、クロード・ドビュッシーの親友でもあったジョージ・コー
プランドのために作曲・献呈されたピアノ独奏曲『ピアノ組曲』 (Piano Suite) を原曲としている。1991 年 3 管
編成のオーケストラに伊福部昭本人が編曲した際に、タイトルが『日本組曲』となった。同年 2 つの二十五絃
箏のためにも編曲され、さらに 1998 年には絃楽オーケストラのために編曲された。
















参考：ウィキペディア「守破離」より (http://ja.wikipedia.org/wiki/ 守破離 )
所蔵：東京音楽大学付属図書館 非公開資料よりコピー
1980 年「大楽必易」





参考：ウィキペディア「伊福部昭」より (http://ja.wikipedia.org/wiki/ 伊福部昭 )
所蔵：東京音楽大学付属図書館 非公開資料よりコピー
1981 年「大巧若拙」





参考：『老子』蜂屋邦夫訳注 ( 岩波文庫 )
所蔵：東京音楽大学付属図書館 非公開資料よりコピー
1982 年「大成若缺」




参考：『老子』蜂屋邦夫訳注 ( 岩波文庫 )
所蔵：東京音楽大学付属図書館 非公開資料よりコピー
1983 年「正言若反」 
 ( せいげんははんするがごとし )
出典：『老子』第 78 章
「正しい言葉は、常識に反しているようだ」の意味。
参考：『老子』蜂屋邦夫訳注 ( 岩波文庫 )
所蔵：東京音楽大学付属図書館 非公開資料よりコピー
卒業アルバムに書いた書
1976 年に学長就任してから 1987 年に退任するまで、卒業アルバムに書を書いて卒業生に贈った 





















参考：『老子』蜂屋邦夫訳注 ( 岩波文庫 )
所蔵：東京音楽大学付属図書館 非公開資料よりコピー
1987 年「果而勿伐」












東京音楽大学が制作した 10 巻組の LP レコード。昭和








は第 1 集 ( ピアノ曲 I) に『ピアノ組曲』、第 4 集 ( 歌曲
II) に『アイヌの叙事詩に依る対話体牧歌』、第 10 集 ( 管
弦楽曲／吹奏楽曲 ) に『交響譚詩』が収録されている。
所蔵：東京音楽大学付属図書館 
CD の 請 求 番 号： 第 1 集 ( ピ ア ノ 曲 I) B1745 ; 第 4 集 ( 歌 曲 II) 
B1748 ; 第 10 集 ( 管弦楽曲／吹奏楽曲 ) B1754
現代日本の音楽第 4 集の裏表紙に掲載されている『ア
イヌの叙事詩に依る対話体牧歌』第 1 曲目『或る古老

















を吸っていた。その箱に書いてある「Fumer peut diminuer 
l'affl  ux sanguin et provoque l'impuissance - 喫煙は血流を減少
させ、インポテンスを引き起こす可能性がある -」という文
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　　　　　　　　協力 ( 敬称略 )：伊福部家 ( 伊福部玲、安部姜子、伊福部極 )
　　　　　    　　　　   豊島ケーブルネットワーク株式会社
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